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経
済
学
の
意
義

経
済
学
と
は
何
か

経
済
と
は
、
人
間
に
よ
る
生
産
・
消
費
・
交
換
・
貯
蓄
・
投
資
な
ど
の
こ
と
で
す
。
こ
の
中
の
投
資
と
い

う
要
素
一
つ
だ
け
を
と
っ
て
も
経
済
、
い
く
つ
か
の
要
素
を
と
り
上
げ
て
み
て
も
経
済
、
全
体
と
し
て
も
経

済
で
す
。
そ
れ
ら
を
歴
史
も
含
め
て
解
き
明
か
し
つ
つ
、
資
源
（
＝
労
働
・
資
本
・
土
地
・
天
然
資
源
な
ど

生
産
に
関
す
る
要
素
）
の
有
効
な
使
い
方
を
研
究
す
る
学
問
が
経
済
学
で
す
。

一
般
に
経
済
学
の
意
義
は
資
源
の
希
少
性
に
見
出
せ
ま
す
。
と
い
う
の
も
経
済
学
で
は
人
間
の
欲
望
は
無

限
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
球
の
資
源
の
ほ
と
ん
ど
は
明
ら
か
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
人
間
が
人
間
の
欲
望
を
満
た
す
だ
け
の
財
を
効
率
よ
く
生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
有
限
の
資
源
を
ど
れ

だ
け
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
と
い
う
資
源
配
分
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
す※

５

。

と
く
に
、
資
源
の
有
効
な
配
分
に
あ
た
っ
て
は
人
間
の
性
質
や
意
思
決
定
も
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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□✔
経
済
学
は
資
源
の
有
効
利
用
を
お
も
な
目
的
と
す
る
。

 
□✔
経
済
成
長
や
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
精
神
と
し
て
、
禁
欲
・
勤
勉
、
劣
等

感
・
競
争
心
、
自
由
主
義
、
欲
望
、
楽
観
・
安
心
感
な
ど
が
あ
る
。

 

□✔
貨
幣
や
金
融
は
皆
か
ら
の
信
用
を
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

 

□✔
ス
ミ
ス
は
自
由
主
義
、
マ
ル
ク
ス
は
共
産
主
義
、
ケ
イ
ン
ズ
は
裁
量
的
な

需
要
創
出
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
。

 

□✔
近
代
経
済
が
自
由
主
義
と
個
人
主
義
を
基
調
と
し
て
い
る
点
は
近
代
法
と

共
通
し
て
い
る
。

 

□✔
需
給
の
変
動
と
市
場
価
格
と
い
う
市
場
経
済
の
作
用
は
事
後
的
で
あ
り
、

法
則
に
近
い
性
質
を
持
つ
。

※
本
章
で
は
「
経
済
発
展
」
と
「
経
済
成
長
」
と
い
う
二
つ
の
似
た
言
葉
が
た
び
た
び
出
て
き
ま
す
が
、
前
者
は
未

発
達
の
経
済
が
近
代
的
な
構
造
に
変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
者
は
経
済
の
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
と
く
に

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
＝
国
内
総
生
産
）
が
伸
び
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

本
章
の
ポ
イ
ン
ト

※
５　

ち
な
み
に
生
産
さ
れ
た
財
を
各
人
に
ど
れ
だ
け
分
配
し
て
い
く
か
は
、
資
源
配
分
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
所
得
分
配
（
分

配
理
論
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
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経
済
は
波
打
つ
の
で
す
。
な
お
景
気
は
、
財
政
政
策
・
金
融
政
策

や
ル
ー
ル
改
定
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

政
治
家
の
言
動
、
他
国
に
お
け
る
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
も
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
そ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
バ
ブ
ル
や
恐
慌
に
発
展
し
ま
す
。

自
由
な
経
済
活
動
が
抱
え
る
矛
盾

景
気
循
環
と
い
う
波
を
乗
り
越
え
て
い
く
過
程
で
、
一
部
の
大

企
業
は
さ
ら
に
支
配
力
の
あ
る
大
企
業
に
成
長
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
大
企
業
は
自
分
た
ち
に
有
利
な
取
引
条
件
を
中
小
の
下
請
け

業
者
に
飲
ま
せ
て
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
政
府
も
経
済

成
長
の
牽
引
役
と
し
て
大
企
業
を
優
遇
し
た
経
済
政
策
を
行
う
傾

向
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
動
き
は
企
業
間
に
止
ま
ら
ず
、
価
格
や
質
の
面
で
消
費
者

に
も
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
消
費
者
は
、

あ
る
企
業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
企

業
に
改
善
を
促
し
た
り
、
他
の
企
業
の
も
の
に
乗
り
換
え
ま
す
が
、

市
場
が
大
企
業
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
、
そ
う
し
た
主
体
的
な
動

き
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

国
民
に
情
報
を
提
供
す
る
は
ず
の
報
道
機
関
も
、
大
企
業
に
関

し
て
悪
い
報
道
を
す
れ
ば
、
彼
ら
の
機
嫌
を
損
ね
て
広
告
収
入
の

減
少
を
招
く
た
め
、
報
道
を
意
図
的
に
控
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
ま
す
ま
す
大
企
業
は
市
場
の
審
判
を
受
け
に
く
く
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
企
業
が
自
由
な
利
潤
追
求
に
基
づ
い
て
築

い
た
独
占
的
な
支
配
力
に
よ
っ
て
、
消
費
者
・
中
小
企
業
の
主
体

的
な
経
済
活
動
や
報
道
機
関
の
動
き
、
そ
し
て
市
場
に
お
け
る
価

格
競
争
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
資
本
主
義
は
市
場
経

済
に
お
け
る
自
由
な
価
値
増
殖
を
原
理
と
し
ま
す
が
、
大
き
な
経

済
主
体
が
優
位
に
立
つ
こ
と
で
、
市
場
経
済
の
動
き
が
鈍
る
と
い

う
矛
盾
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

一
方
、
社
会
主
義
は
、
価
格
や
生
産
活
動
を
統
制
す
る
計
画
経

済
に
よ
っ
て
、
景
気
循
環
や
格
差
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
資
本
主
義
国
で
景
気
循
環
や
格
差
が
発
生
す
る
原

因
は
、
企
業
や
消
費
者
が
自
由
に
行
動
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

図14　市場経済と計画経済の違い

各人の
行動原理 特徴 価格の

決まり方 資源配分 失業

市場
経済

自らの効用を
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自由に動く

需給量と
価格・利潤の
収束

需要と供給の
バランスによ
り形成される
⇒市場価格

消費者や
企業の自由な
行動から形成
される

労働者は
自発的に
選択できる

計画
経済

政府の計画の
下に動く
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能力次第
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⇒公定価格

政府が生産手
段を保有しな
がらコントロ
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図15　資本主義と社会主義（計画経済型）の違い（図14と一部重複）

基本理念 私有財産 利潤の
動向

賃金の
原則

政府の
役割

国民の
扱い方

資本 
主義

自由な
利潤追求
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たり民間が
できないこ
とを行う

各人の自由
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ある程度、
または全面
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れる

皆で分け合
う

理論上は政
府が平等に
分配する

経済・社会
を統制する

画一的支配
の対象と見
なす


